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事業内容
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● 事業内容： 土木工事業 及び 建築工事業

当社は、地盤沈下により沈んだ床をウレタン樹脂を使って短時間で修
正している施工会社です。

(C)2016 UPCON Corp.
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主な適用範囲

道路

港湾

空港
倉庫 床沈下修正
（ウレタン樹脂注入作業）

道路 コンクリート版段差修正
（ウレタン樹脂注入作業）

倉庫 店舗

住宅 学校

工場
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住宅
沈下修正
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主な適用範囲
★事例（施工前後）

施工後施工前 空港エプロン
段差修正

元のレベルに

段差箇所 段差解消

施工前 施工後

(C)2016 UPCON Corp.



●取得の目的
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安全衛生優良企業認定取得の経緯

健康第一 安全第一 家庭第一

安全衛生優良企業公表制度の主旨と企業方針が一致

●取得を目指した契機

2015年11月頃 新聞記事で安全衛生優良企業公表制度の存在を知る

労働者の健康や安全を確保するための対策に取組み、高い安全衛生

水準を維持・改善しているとして厚生労働省から認定を受けた企業

企業方針を更に固める
認定を受けることで・・・

 安全衛生優良企業

 当社の企業理念

(C)2016 UPCON Corp.
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何をするのか?

安全衛生優良企業マーク推進機構に相談

健康活動を推進しているチーム「健活倶楽部」
で認定に向けての作業を行うことに決定

ケンカツ

(C)2016 UPCON Corp.

その１

その2 誰がするのか?

認定を取得するまでに大変だったこと

自社で取得できるのではないか



●活動内容

 社内イベントの実施

 階段使用の推奨

 禁煙の推奨

 安全衛生優良企業認定へ向けての活動
8

健活倶楽部って何?(閑話休題)

・健康は個人で管理

・会社非公認

・予算×

・業務時間内×

・社員の健康に会社が関与

・会社公認

・予算○

・業務時間内○

●健活倶楽部の発足

〜心身の健康を管理〜

ケンカツ

2016年2月 既存のレクリエーション係を健活倶楽部へ変更

レクリエーション係 健活倶楽部

(C)2016 UPCON Corp.

構成

営業部 1人

管理部 3人

技術部 4人

計 8名
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認定を取得するまでに大変だったこと

施工会社であるため、急な出張が多く

出張中は殆ど作業できない

書類の収集担当を状況に応じて

再度振り分けた

当社の創立記念日【6月18日】迄に取得することを目標とした

※作業開始は同年2月頃

しかし・・・

☆目標達成の際には「社長賞」を約束

(C)2016 UPCON Corp.

その3 いつまでに取得すれば良いのか?

●安全でリスクの少ない職場環境の整備の取組(リスクアセスメントの実施状況等)

その4 書類の作成

「リスクアセスメント」の具体化はできていなかった

ISO9001・14001を取得しているため

リスクアセスメントに代わる体制が整っていた

県の安全衛生優良企業公表制度担当の方に相談しながら認定を目指した
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取得までの期間

1度目の申請まで

約2ヶ月

申請から認定まで
（現地調査含む）

約2ヶ月

県の担当者に6月18日までに取得したい旨を伝え、協力して頂いた

2015年 6月 1日 安全衛生優良企業公表制度スタート

11月 安全衛生優良企業公表制度の存在を知る

安全衛生優良企業マーク推進機構に相談

2016年 2月 健活倶楽部で認定の為の作業開始

3月24日 神奈川労働局に相談

4月 7日 1度目の提出

↓        神奈川労働局内での審査

6月 6日 追加資料提出依頼（75項目）

6月10日 追加資料提出・現地調査

↓        神奈川労働局内での審査

6月14日 安全衛生優良企業認定

約2ヶ月

4日

(C)2016 UPCON Corp.
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時間・費用について

●どう時間を捻出したか

 就業時間を書類の収集・整理に宛てた

 取得日程の目標を立てていたため、健活倶楽部メンバーは認定取得
に向けての作業を優先的に取り組んだ

●掛かった費用

 ファイル代

 コピー用紙代

 労働局までの交通費

進捗状況を共有し、時間のできた人から作業を行った

大きな費用は掛けていない

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏 H氏 合計

作業時間
（時間）

31 24 45 1 3 1 38 16 約159時間

(C)2016 UPCON Corp.
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取組事例

●健康のための活動
①レクリエーション活動

②心のケア

③階段ポイント制度を導入

④非喫煙宣言

●安全衛生活動
⑤安全衛生等の管理システムの確立

⑥ヒヤリハットの周知

(C)2016 UPCON Corp.
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取組事例 健康のための活動

●毎月1回以上のレクリエーションを実施

 体力の向上（例：フットサル・ボルダリング等）

 メンタルケア（例：大人の塗り絵・座禅体験）

 社員の交流

〜①レクリエーション活動〜

(C)2016 UPCON Corp.

●社内の掲示板に活動報告を掲示

 活動の様子を周知し、参加率の向上を図る



●ストレスチェックを自発的に実施

 法定義務のない会社の規模ですが、ストレスチェックを自発的に
行い、職場全体の傾向把握・分析を行っています

14

〜 ②心のケア〜
取組事例 健康のための活動

(C)2016 UPCON Corp.
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〜 ③階段ポイント制度を導入〜

社員の健康維持のため、出勤・退社時などビル6階に入居している
当社まで、エレベータではなく階段の使用を推奨しています。

→レクリエーションの参加費用等への使用が可能

→熊本地震への寄付金としても使用可

階段を往復した階数を

パソコンに記録すると・・・

ポイントが付与

取組事例 健康のための活動

(C)2016 UPCON Corp.
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●階段を上った高さをグラフ化

階段を上った合計の高さを
有名な建物や山と比較している

(C)2016 UPCON Corp.

●階段を上った高さを記録できる仕組みを作成

 パソコンのソフトを使用し、各自が今までに上った階段の高さを管理
できるよう、自社で設定

階段を上った高さ(m)をポイントに換算
※6階までを往復した場合は26.3pt 

〜 ③階段ポイント制度を導入〜
取組事例 健康のための活動
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●階段ポイント制度のルールを策定

 使用方法

 記入できる期日

 有効期間 等

(C)2016 UPCON Corp.

〜 ③階段ポイント制度を導入〜
取組事例 健康のための活動
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●階段ポイント制度のルールを策定

 使用方法

 記入できる期日

 有効期間 等

(C)2016 UPCON Corp.

〜 ③階段ポイント制度を導入〜
取組事例 健康のための活動
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●階段ポイント制度のルールを策定

 使用方法

 記入できる期日

 有効期間 等

(C)2016 UPCON Corp.

〜階段ポイント制度を導入〜
取組事例 健康のための活動③
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就業時間外に関しても禁煙を推奨

〜 ④非喫煙宣言〜
取組事例 健康のための活動

全社員 非喫煙宣言
就業直前から業務終了までは喫煙不可

(C)2016 UPCON Corp.

●禁煙率向上のための取組み①

 対象社員に喫煙本数のヒアリングを毎月実施

→禁煙意欲を高める

●禁煙率向上のための取組み②

 対象社員の家族宛に手紙を送付

家族からお礼の返信も！家族に禁煙の協力を依頼

禁煙を成功させた社員には金一封を贈呈



2015年

男女計 19.9％

2016年

男女計 19.3％
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禁煙成功者 4人

2015年2月（全社員 非喫煙宣言開始時）

14人/38人中・・・約37％

2016年9月

10人/37人中・・・約27％

現在も禁煙に挑戦している社員が1名

●取組み結果

〜 ④非喫煙宣言〜

全国たばこ喫煙者率

(C)2016 UPCON Corp.

取組事例 健康のための活動



教育・訓練実施報告書

ISOマニュアル
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ISO9001・14001に則して管理システムの規定化・マニュアル化を
行い、現場作業・営業・事務全般のPDCAサイクルの仕組みを確立し
ている

教育・訓練の計画立案

教育・訓練の有効性の評価

(C)2016 UPCON Corp.

教育・訓練計画書

教育・訓練実施、記録

取組事例 安全衛生活動
〜 ⑤安全衛生等の管理システムの確立〜
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月に1回行われる会議（社員全員参加）で、施工グループや部ごとに経
験したヒヤリハットの出来事を発表し、再発防止を行っている

(C)2016 UPCON Corp.

取組事例 安全衛生活動
〜 ⑥ヒヤリハットの周知〜
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認定前後での変化

●取材件数の増加

企業の宣伝に繋がる

3件/4ヶ月

(C)2016 UPCON Corp.

安全衛生優良企業取得後、取得に関する取材依頼

●3年後の更新を意識

認定を受けてから、更なる健康・安全のための取り組みを試みるようになった

2015年度の有休消化率40％
2016年12月末の未取得代休平均7日/1人(技術部)

現在、取り組んでいる活動

有休・代休消化率の向上 代休・有給を消化しきれていない→健康を害す

現状 目標

→100％
→  0  ％



コスト

病欠
遅刻・早退
（電車遅延除く）

人数 合計日数 入院者 人数 合計時間

2015年(全38名) 35人 94.5日 内2人50.5日入院 6人 5.75時間

2016年(全37名)
10人 41.5日 内1人23.5日療養 5人 3.75時間

2017年(全37名) 今のところ0人
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まとめ

●当初の目的

健康第一 安全第一 家庭第一

安全衛生優良企業公表制度を利用して企業方針を更に固める

・過去 (2015年～2017年1月)の病欠・遅刻・早退の人数・日数

経営を安定

安全衛生の取り組み

(C)2016 UPCON Corp.

安全衛生
投資
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